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人類が育んできた運動文化を伝承するためには、我々人間の感覚運動を研究成果の概要：
意味するキネステーゼ世界の出来事を整理、統合、体系化することが必要である。本研究
は、運動の発生を促すため、当該の運動に動感的に類似しているキネステーゼアナロゴン
を抽出して、提供し、運動文化の伝承を支えようとするものである。

以上の観点から、様々な運動のアナロゴンの抽出とその移植を試みてきた。その成果と
して、身体を回転加速するためのキネステーゼアナロゴンを抽出し、移植した試みは明ら
かに運動者の動感に訴えて感覚的共鳴を起こしていることが認められた。また後方への回
転加速と上方への移動を伴う運動におけるキネステーゼアナロゴン抽出の試みは、それら
のアナロゴンが、運動を行う者とその環界との積極的な対峙関係の中で生み出されていく
ことが確認された。
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１．研究開始当初の背景
運動文化の伝承に関する、これまで研究
、 、 、は 主に人間を物体として 物理的な時間

空間を動いた過程を、外側から客観的に分
析したものががほとんどであった。しかし
それらは、実際に運動を行う際には、運動



者自身が動くたに直接必要な生きた情報に
はならないことも多かった。運動文化の伝
承を支える動きのかたちを生み出すための
重要な情報としては、まず運動者の側から
眺めた動きのかたちや、そのかたちを生み
出すための共通感覚的図式技術、その技術
を習得するための方法を理解することが必
要となる。これらはすべて運動者の動感世
界であるキネステーゼ世界の出来事であ

、 、 、り 今後特に 伝承の実践現場においては
当該の運動を発生させる契機となる、その
運動の技術・構造と感覚的に似た動きのか
たちを持つキネステーゼアナロゴンを抽出
し、それを移植することにより運動文化の
伝承を、より可能にすることが出来るので
はないかという結論に達した。

２．研究の目的
我々人間の行う運動は、ある時は生産の

手段として、ある時は心を豊かにする楽し
みとして、伝承されてきたが、運動ができ
ていくかたちをつくるための方法論は、未
だに明らかになっているとは言い難い。運
動伝承を合理的に行うためには、その運動
ができていくための系統的段階的な学習方
法の確立が必要であり、その際に必要とな
るのは、自分の身体をどのような感じで動
かしていくのかというコツをつかむための
キネステーゼ体系での出来事を理解するこ
とが不可欠である

ぞして運動が発生していく道程では、合
目的的な運動のメロディーを奏でるため
に、それまでに経験した運動における動き
の感じを動員し、構造化していくことにな
る。その際、運動者のキネステーゼ世界に
は入り込むことの出来るアナロゴンの提供

、 。は 運動発生にきわめて重要なこととなる
そのため本研究では、現実の運動発生ま

での一連の道程をたどり、動きのかたちが
できあがる時の運動者自身の感覚世界に潜
入し、どのようなキネステーゼアナロゴン
が当該の運動伝承に有効なのかを検証する
こととなる。その際には、伝承を支えるキ
ネステーゼアナロゴンが、キネステーゼ体
系における共通感覚的図式技術の個人的理
解と解される「コツ」や体験される空間に
おける感覚構造としての運動構造と、どの
ように関わるのかを明らかにしていくこと
が重要となる。これらが理解されると、当
該の運動の持つ構造、技術情報と併せて、
運動者の学習段階や個人的特性に合わせた
キネステーゼアナロゴンを適切に配置出来
るようになり、運動発生のための段階的、
体系的学習の方法論がより一層明確になる
のである。

本研究では、このように運動文化の伝承
における動きのかたちが作られるための、
自分の身体で感覚的にわかることの出来
る、キネステーゼアナロゴンを抽出するこ
とが目的である。

３．研究の方法
運動文化の伝承を支えてきたのは、わた

くしの意のままにできるキネステーゼ体系
の中の出来事である。すなわち動きの移し
とは、我々の身体による動きの感性的理解
を必要とするのである。ただし、自分ので
きない動きを、初めからそのまま、まねで
きるわけではなく、今持っている自分のキ
ネステーゼ体系の中でも、対応できる「感
じが似た動き」を見つけ出すことが必要に
なる。その自分が今対応できる「感じが似
た動き」が「キネステーゼアナロゴン」で

、 、 、あり それを抽出し 用意することにより
動きの移しが可能になっていくのである。
その際重要になるのは、その運動ができる
ようになるための「私のコツ」であり、運
動する本人が、目指す運動ができるように
なるために、運動者本人にとっての「私の
コツ」を見いだし、さらにその「コツ」を
実現するための「動きの感じ」を選別して
いくことが必要となる。

以上のことから、本研究では主に非日常
的な運動に焦点を当て、例えば後ろへ回る
運動では、回転加速技術があるが、この技
術は「私のコツ」としてはどのように理解
されるのか。このコツが実現されるために
は、どのような動きの感じとしてのキネス
テーゼアナロゴンが抽出できるのか。この
アナロゴンはどのような学習者には向いて
いるのか等について考察する。考察に際し

、 、ては アナロゴンの抽出が容易になるよう
運動経験の少ない学習者を主に対象とし
た。また運動の発生とは、環界と有機体と
のまさに相即関係であり、そこにはその動
きが心地よいと感じられるなじみを認める
ことも、物体ではない、人間の価値ある運
動のまとまりを理解するためには必要なこ
ととなる。

４．研究の成果
本研究は、人間の、より人間らしい営み

の中で生まれ、育み、さらに発展してきた
運動文化について、その伝承理論とその方
法論を支える我々のキネステーゼ世界に潜
入することを試みるものである。運動が生
々流転する道筋を理解するためには、我々
人間の感覚世界の出来事を明らかにし、そ
れを整理、統合、体系化することが必要に



なる。その上で運動者自身の感覚世界に共
鳴できるような、感覚運動知能としての情
報であるキネステーゼアナロゴンを呈示、
提供することにより、運動の合理的発生を
促すことが容易となる。

この様な観点から、本研究では具体的な
運動を取り上げ、その運動において運動者
にとって、動感世界の中で共鳴できるアナ
ロゴンの抽出を試みると共に、実践現場に
おけるアナロゴンの移植も試みてきた。

以下の２件については、これら現場にお
ける実践例である。

( )実践例１は、日常的にはあまり経験す1
ることのない、後方への回転と逆さ世界の
出来事である後転について、小学校期の児
童を対象として実施し、その運動を行うた
めに不可欠な技術である加速のために必要
なアナロゴンを抽出するとともに、そのア
ナロゴンの移植を試みることにより、その
アナロゴンが、その運動の発生に供するこ
とが可能であることを実験的に確かめた。

この実践においては、立位から身体を後
方への移動することにより、後方への左右
軸回転の加速を促すことが知られている。
そのため、このような運動経験が少ない運
動者にとって、立位から腰部を後方へ移動
することが、経験の少ない運動者にとって
加速に有効なアナロゴンとなり得るのかど
うか検討を加えた。その結果、この抽出さ
れたアナロゴンは、特に上体を用いた回転
加速に有効に機能していく様相が明らかと
なった。このアナロゴンについて、さらに
段階的に、開始時に腰部の位置を低い位置
から高い位置へと変化させ、下への落差を
大きくすることを試みた。その結果、運動
者の動感的な共鳴が起こり、著しい回転加
速の現象となって現れた。また後方への移
動をを大きくしていった結果、同様に運動
者にとって動感の共鳴が起こり、さらに加
速を伴うことが観察された。そして、この
アナロゴンを移植した結果、回転加速技術
の習熟が進み、伸膝での実施も可能となる
等の成果として現れた。これらのことから
このアナロゴンが、この運動の発生を促す
技術を獲得する上で有効となり得ることが
認められた。

これらの成果の一部は論文として発表し
た。

、 、( )実践例２は 後方への回転と逆さ世界2
さらに棒状への上がりという複合した動き
であるさか上がりを取り上げた。その運動
における動感世界は、従来上方への移動に
関しては、特に最近の幼少時の子どもたち
には運動経験の不足から、基礎技能不足を

伴い、運動者にとって共鳴できるアナロゴ
ンの抽出が困難と思われてきた運動であ
る。このような運動者にとっても動感的に
共鳴可能なキネステーゼアナロゴンの抽出
するため、下方への落差を用いながら、さ
らに基礎的な技能をあまり持ち合わせてい
なくても、棒の周りに回ることの出来るよ
うなアナロゴンの抽出を試みた。

この実践例においては、下体を高い位置
に保ち、既に後方への回転が容易になる位
置を選定し、そこから後方への回転を開始
することとした。また同時に、移動可能な
棒を運動者が握り、幇助者が運動者の技能
に合わせながら、その棒の位置を変化させ
ることとした。そしてさらに運動者が、後
方へ回転しながら棒状へ上がることを試み
た結果、運動者にとって、その運動が下体
の回転加速、上方への移動を容易にし、逆
さの解決が図られていることが明らかであ
り、この運動がこれらの運動者にとって有
効となり得るアナロゴンとして認められる
に至った。

この下方への落差を用い、また移動する
棒を使用した運動に含まれる、棒状に上が
る際の動感としてのアナロゴンを、様々な
段階での運動者に移植することを実験的に
試みた結果、運動者の動きが明らかに変わ
るとともに、何より自分自身の動きの感じ
が、心地良い動きとなっているのがはっき
りと表にあらわれていることが認められ
た。

この運動においては、補助者が移動棒を
徐々に上方へ位置することも可能である。
このことにより、運動者はより上方への移
動を自らの身体で努力することが必要とな

。 、る また移動棒を上方へ位置させることは
後方への回転もまた徐々に困難になり、こ
れを自らの身体で解決することが必要とな
ってくる。運動者の動きに合わせながら、
運動者が適度に努力することが出来るよ
う、補助者が棒の位置を動かすことが出来
ると、さらに運動者と周界との関係系は好
ましい動感となって現れてくることも、実
践において確認された。運動者の一部はこ
の運動を行った直後に、固定鉄棒における

、 、さか上がりが成功し この運動での動感が
さか上がりの動感と直接つながりがあった
ことを報告している。

そして、そのアナロゴンは運動者と周界
との積極的な対峙により生み出され、また
変成していくことが確かめられた。その際
には、運動者自身の動きの感覚世界から捉
えた運動者をとりまく世界を理解すること
が必要不可欠であり、運動者にとってより
良い周界をつくり出すことによって、アナ
ロゴンの理解がよりいっそう明確になるこ



とが確認された。これらのアナロゴンは、
さらに様々な運動者に対して移植可能かど
うかを検討しており、より実践現場への還
元を目指しているところである。
これらの成果の一部は関連学会において発
表した。
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